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☐この論文は未発表のものであり、他の学会誌や研究紀要等に既投稿および二重投稿等の不正はありません。
また、利益相反や倫理上の問題もありません。（ボックスにチェックをしてください）
2026年6月12日版


※他誌へ現在投稿中の関連論文がある場合は、参考資料として原稿をご提出ください。
東京農業大学農学集報投稿チェックリスト

このチェックリストを投稿論文及び投稿票とともに提出して下さい。投稿するにあたり、次の項目が整っているか、チェックした項目に☑を入れて下さい。 このチェックリストは、論文担当者および審査者に提出しますので、執筆者は責任をもってご確認ください。従っていない場合は受領できない場合があります。
☐１　原稿は、他の出版物（国内外を問わず）にすでに発表あるいは投稿されていない。
☐２　投稿者の資格は、「東京農業大学農学集報投稿要領」第２条の規定にあっている。
☐３　農学集報投稿票について、次の項目について確認した。
☐①　農学集報投稿票は、最新版（2026年6月12日改正）のものを利用している。
☐②　原稿の種類（原著論文・短報、資料）は、「東京農業大学農学集報投稿要領」第３条と合致している。
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☐⑤　欄外の「二重投稿の不正、利益相反、倫理上の問題がない」旨のチェックボックスにチェックをつけている。
☐４　和文論文の場合、英文の要約（英文論文の場合は、和文の要約）は、別ページに分けて作成している。
☐５　和文の要約は、800 字以内，英文の 要約（Summary）は、 500ワード以内とした。
☐６　キーワードは5語以内である。 
☐７　和文要旨と英文要旨の内容があっている。 
☐８　原稿の記載方法は、「東京農業大学農学集報原稿執筆要領」及び「東京農業大学農学集報完全版下原稿作成要領」に従っている。
☐９　論文、短報は、「背景・目的」、「方法、結果」、「考察」、「結論」等論証する構成項目を整理し、学術論文にふさわしい形式を整えている。
☐10　誤字、脱字、人名のスペルミス、文献記載の不備等の誤りはない。
☐11　わかりやすく簡潔で、読み手に確実に内容が伝わる文章である。 
☐12　原稿の枚数は、本文、文献、図表を含めて投稿規定の制限範囲内である。規程を超過した場合、超過分について実費を徴収することを理解している。※短報の場合は、頁の超過は不可。
☐13　図・表・写真等は、必要最小限とし、同一事項を図と表に重複して示すことは避けている。
☐14　図・表・写真等は、本文と整合し、適切に配置されている。または、巻末にまとめて配置するなど不適切な配置になっていない。
☐15　引用文献は、雑誌、単行書のそれぞれの記載方法は「東京農業大学農学集報完全版下原稿作成要領」に従っている。 
☐16　倫理的配慮を要する研究においては、研究倫理委員会等の審査を受け、承認を得ている。 
☐17　利益相反の有無について本文末に記載している。 
☐18　文献の情報は、原典と相違ない。 
☐19　投稿者は、科学研究費補助金（以下「科研費」という）で助成を受けたに研究成果である場合、謝辞（Acknowledgment）において、科研費により助成を受けたことを表示している。
2026年6月12日版

